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明けましておめでとうございます！

今年のインターネッ
トはどうなるんでしょう

かね？ （東京都吉野さん）

昨年のインターネットもいろいろあり

ましたが、今年も楽しみです！

（TOKUさん）

冬休みには親の目を盗
んでインターネットをやりま
くりました。プロバイダー（自分の
お金）は定額制だからいいけど、電

話代（親のお金）がいくらかかった

か心配…。（三重県きんじろうさん）

年末の紅白を見ていると、郷ひろ

みが「お嫁サンバ97」を歌っていた。

それを見ながら、ふと思った。「来年

は、西田ひかるが『ワード97』か『エ

クセル97』を歌っているかも…、トッ

プバッターの長塚恭三が『オフ
ィス97スペシャル』
を歌っているかも…」。さあ、今年は

ウィンドウズ98も出るし、楽しみだ！

（大阪市荒木豊さん）

年末に、インターネットの懸賞に初

めて当選しました。もらったのはテレ

ホンカードだったけど、今年もこの

ツキが続けばいい
のになぁ。（滋賀県小泉伸也さん）

インターネットで調べれば一発だろ

うとタカをくくり、卒論にとりかかる

のが遅れてしまいました。ピ～
ンチ！

（埼玉県某M大4年さん）

正月にお雑煮を食べながらパソコン

をいじってたら、なんとキーボ
ードの上に雑煮をこぼ

してしまった！餅がキーボードにねっ

とりとくっついてしまい、幸い故障

はしなかったけど、掃除するのが大

変でした。もう最悪っ！

（奈良県新谷さん）

インターネットエクスプローラ4.0が

上手く使えません。アクティ
ブデスクトップってダイ
アルアップユーザーにも便利なのか

しら？ （神奈川県用田さん）

毎月980円はけっこうキビシ
イので、ぜひとも価格を下げてほ
しいです。 （ヒッピーさん）

正月に秋葉原に行ってみました。各

店で売られている福袋に興味があっ

たんだけど、結局買いませんでした。

やっぱりPC関連製品は自分
の目で見て買わないとね。

（千葉県吉畑進さん）

無線LANって便利そうだけど、体

への影響は大丈夫でしょうか？今

年あたり、電磁波の影
響について本格的に検証されるの

ではないかと思います。

（東京都Kさん）

from Editor
あなたが最近感じたことや思ったことをメ
ールしてください。詳しくは337ページを！

インターネットのCOOL＆FOOLが大集合！

このコーナーは、イ
ンターネットピープ
ルの皆さんと編集部
を結ぶページです。
皆さんの楽しいメー
ルがこのコーナーを
作ります。
Let's Access!

Reader's Voice

Illust:Sasaki Kazuyoshi

……年賀状編……

（小倉義彦さん）

（手塚浩介さん）

（KENJIさん）
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皆さんからお寄せいただいた98年の抱負です。
決意新たに目標に向かってチャレンジしましょう！

マレーシアは今ちょうど「チャイ

ニーズ・ニューイヤー」を迎えて、

日本の約1か月遅れでお正月気分に

浸っています。人々は親類や友人

を訪ね合ったり、子供たちに「アン

パオ」というお年玉をあげたり、

「ライオンダンス」（獅子舞の派手

なもの）が家々にやって来たりと、

昔ながらの日本のお正月風景にと

てもよく似ている。ほんとは方々で

爆竹が鳴って気分を盛り上げるん

だけど、マレーシアでは数年前から

爆竹禁止令が出て、中国系の人達

はちょっと欲求不満気味なんだ。何

しろみんな大騒ぎするのが好きだか

らね。

さて前回の続き。初めはJun＆

Masだけの淋しいチャットルームに

も恐る恐る人がやって来るようにな

った。その後も人はどんどん増え続

け、しばらくすると朝早くから明け

方近くまで途切れなく「おしゃべ

り」で盛り上がるように。不思議

なことに女性が多く、話題は食べ

物や旅行が中心。一日中といって

もアクセスできる時間帯は人によっ

てマチマチだから、昼のメンバー、

夜のメンバー、深夜のメンバーとい

った具合に次第に分かれてくる。そ

の中でも毎日来る女性たちがいて、

それぞれ「昼の女

王」、「夜の女王」、

「丑三の女王」と

呼ばれるようになる

んだ。ね、面白い

でしょう。

そうすると、今

度は「自分がアク

セスできない時間

帯にはどんな連中

がいるの？」という

好奇心が湧いてく

る。「話してみたい」、

「会ってみたい」と

気持ちは募る。

「よ～し、オンラインで会えない

んならオフラインで会おうよ」とい

うことで、それから頻繁な「オフ会」

が開かれるようになるわけだね。文

字で打った「はじめまして」から始

まった出会いは、時間や場所を越

え、次第に広く深くその輪を形作

っていく。そして驚くべき出来事を

起こしていくことに…。 （つづく）

山森淳（Jun）…在マレーシア7年、1959
年生まれの38歳。井上優（Mas）氏とと
もにマレーシア情報サイト「Jalan Jalan」
を運営する。

自
宅
に
S
O
H
O
環
境
を
構
築
し

た
い
。
最
近
は
テ
レ
ビ
や
雑
誌
の
記
事

で
も
S
O
H
O
の
特
集
を
よ
く
目
に
す

る
が
、
自
営
業
や
在
宅
勤
務
で
な
い

普
通
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
と
っ
て
も
、

自
宅
か
ら
オ
フ
ィ
ス
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

に
ア
ク
セ
ス
し
て
仕
事
が
で
き
る
の
は

大
き
な
魅
力
だ
。
家
庭
内
L
A
N
な

ど
な
く
て
も
、
自
分
の
仕
事
が
で
き
る

状
態
が
自
宅
に
作
れ
れ
ば
、
そ
れ
は
も

う
S
O
H
O
と
呼
ん
で
い
い
と
思
う
。

（
静
岡
県
松
下
浩
文
さ
ん
）

毎
年
、
そ
れ
ま
で
は
想
像
も
で
き
な

か
っ
た
新
技
術
が
登
場
す
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
世
界
だ
が
、
今
年
こ
そ
も
っ

と
日
常
生
活
に
役
立
つ
技
術
が
登
場

し
て
ほ
し
い
。
オ
フ
ィ
ス
の
P
C
か
ら

自
宅
の
電
化
製
品
（
洗
濯
機
や
ビ
デ

オ
や
エ
ア
コ
ン
な
ど
）
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
て
、
よ
り
便
利
な
生
活
を
実
現
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
ア
ナ
コ
ン
ダ
さ
ん
）

We Love Internet-People

第5回
「女王様のお成～り～」

山森淳
jhttp://www.junmas.com/

（元気ィ！：マレー語）アパカバー

今
年
こ
そ
友
人
や
同
僚
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
広
め
た
い
。
ク
ラ
ブ
の
連
絡

網
な
ん
て
、
今
ど
き
ツ
リ
ー
状
の
電
話

連
絡
網
な
ん
て
ダ
サ
イ
よ
ね
。
電
子
メ

ー
ル
の
同
報
送
信
で
済
む
し
、
活
動

報
告
な
ど
も
ウ
ェ
ブ
で
済
ま
せ
ら
れ
る

し
ね
。
伝
道
師
と
な
っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
布
教
（
？
）
す
る
ぞ
！

（
東
京
都
と
く
け
ん
さ
ん
）

去
年
、
苦
労
の
末
（
い
く
ら
簡
単

に
な
っ
た
と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
初
心

者
に
は
難
し
い
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

接
続
し
、
ネ
ッ
ト
サ
ー
フ
ィ
ン
や
電
子

メ
ー
ル
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
が
、
今

年
こ
そ
自
分
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

し
た
い
！
若
い
こ
ろ
に
勉
強
し
た
写
真

の
技
術
を
活
か
し
て
、
キ
レ
イ
な
ペ
ー

ジ
を
目
指
し
ま
す
！

（
茨
城
県
北
田
さ
ん
）

「鳴り物や動きも派手めなライオンダンス」

イ
ン
タ
ー
ネッ
ト

で
やり
たい
あんな

ことこんなこと

98
年
は
モ
バ
イ
ル
に
挑
戦
し
た
い
で

す
。
P
H
S
で
の
高
速
通
信
も
実
現
し

そ
う
だ
し
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
購
入

し
て
、
街
中
で
颯
爽
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
や
っ
て
み
た
い
。
そ
の
僕
の
姿
に

惚
れ
た
女
の
子
が
彼
女
に
な
っ
て
く
れ

た
ら
、
言
う
こ
と
な
い
ん
だ
け
ど
な
ぁ
。

（
東
京
都
AK
さ
ん
）
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まさぽんの母のホームページ
jhttp://www3.osk.3web.
ne.jp/~yomari/
ついでに私のホームページは、エッ

セイ中心でほとんど毎日更新してい

ます。大好評の『へんくつ者』シ

リーズ、地上げ屋との対決『おい

しいカレーを召し上がれ』など自信

作を連載中です。「まさぽんの母の

ホームページ」楽しくてあたたかい

ホームページを目指しています。ぜ

ひ一度お立ち寄りください。

（伊藤毬子さん）

まさぽんのホームページ
jhttp://www2.tky.3web.
ne.jp/~masapon/
現役レースクィーンの私の娘のホー

ムページ自慢です。わずか3か月ほ

どで3万ヒットを達成したそうです。

リンクや他のコンテンツ紹介ではな

く、現役レースクィーンオリジナル

の情報発信で、レースの裏話など

全て自分で打ち込みしてますから楽

しめると思います。

あなたの自慢のホームページを紹介します。どれも
作者の自信作です。とくとご覧あれ！

アラブヤのホームページ
jhttp://www.asahi-net.or.
jp/~dv5y-ucd/
ロックとマックが大好きな、赤帽ア

ブラヤ運送のホームページです。ま

だ立ち上げたばかりですが、「アブ

ラヤのおすすめするロックの名盤」

のページ（私の血となり肉となった

クラシックロックをレビューするコ

ーナー）には、力を入れていきたい

と思っています。（内田洋一さん）

from Editor
このコーナーで自慢のホームページを紹介
したい方は、ページタイトルとURLに紹介
文を添えて、メールにてご連絡ください。
紹介文に込められたあなたの熱意がアクセ
ス増加につながります。詳しくは337ペー
ジを！

このコーナーは、昨今のインターネット業界を取り巻く
「カタカナ英語」の分かりにくさに業を煮やした
「カタカナ英語撲滅隊」が、分かりやすい日本語に
直したり、新しい意味を提案していきます！

カ カ 
タ タ 
カ カ 

ナ ナ 
英 英 
語 語 
撲
滅
隊
！ 

かわい耳鼻咽喉科
jhttp://www.st.rim.or.jp/
~kawaijib/
ホームページで花粉症の解説のビデ

オを流しています。地味かも知れま

せんが、病気のことを知りたい方に

はお役に立つかと思います。

（Shin Kawaiさん）

札
幌
市
関
根
政
実
さ
ん

【
I
S
D
N
】

明
治
時
代
に
同
盟
国
の
英
国
か
ら
輸

入
さ
れ
た
、
そ
の
当
時
と
し
て
は
画
期

的
な
電
話
が
起
源
。
従
来
糸
電
話
し

か
な
か
っ
た
日
本
に
、
こ
の
と
き
初
め

て
本
格
的
な
電
話
が
も
た
ら
さ
れ
た
。

I
S
D
N
は
「
イ
ギ
リ
ス
産
電
話
」

の
略
。
最
後
の
「
N
」
は
英
国
人
技

師
ネ
ッ
ス
ル
氏
の
名
前
。
今
日
で
は
ほ

と
ん
ど
見
か
け
な
い
、
N
T
T
の
黒
電

話
の
こ
と
を
指
す
。

【
F
A
Q
】

本
来
は
プ
ロ
野
球
で
F
A
宣
言
を
し
た

選
手
が
、
ま
だ
ど
の
球
団
に
入
る
か
、

決
定
し
て
い
な
い
状
態
を
あ
ら
わ
す
言

葉
だ
っ
た
が
、
選
手
個
人
が
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
開
設
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
な

ぜ
、
他
球
団
に
移
る
の
か
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
で
答
え
る
の
が
面
倒
に
な
っ
て
、
開

設
し
た
質
問
コ
ー
ナ
ー
。
た
だ
し
、
評

判
は
今
ひ
と
つ
で
あ
る
。

【
H
U
B（
ハ
ブ
）】

元
々
は
電
車
な
ど
の
連
結
機
で
あ
っ
た

が
、
最
近
で
は
、
今
に
も
逃
げ
出
し
そ

う
な
恋
人
や
、
愛
人
を
つ
な
ぎ
と
め
て

お
く
た
め
に
、
お
金
な
ど
を
際
限
な
く

与
え
た
り
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
つ
な
ぎ

と
め
」
の
手
段
の
こ
と
を
言
う
。

東
京
都
福
田
広
一
さ
ん

【
TA
】

TK（
小
室
哲
哉
）や
T
R
F
な
ど
の
横
文

字
ア
ー
チ
ス
ト
の
大
ブ
レ
イ
ク
に
あ
や

か
ろ
う
と
業
界
が
世
に
送
り
出
し
た
最

新
の
接
続
機
器
。
そ
の
思
惑
は
見
事

に
外
れ
、い
っ
た
い
何
だ
か
分
か
ら
な
い

と
世
間
の
物
議
を
か
も
し
た
。
今
で
は

新
た
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
「
ル
ー
タ
ー
」
な

る
新
人
に
人
気
を
奪
わ
れ
つ
つ
あ
る
。

【
テ
レ
ホ
ー
ダ
イ
】

損
な
の
か
得
な
の
か
分
か
ら
な
い
中
途

半
端
な
料
金
で
、
長
時
間
電
話
回
線
を

占
領
で
き
る
制
度
。
こ
の
料
金
だ
け
で

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
や
り
放
題
と
思
っ
て

い
る
輩
が
多
い
た
め
、
接
続
業
者
に
と
っ

て
は「
カ
ネ
の
な
る
木
」
的
な
存
在
。

神
奈
川
県
渡
部
さ
ん

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
利
用
明
細
を

見
た
父
が
「
誰
だ
！
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
で
こ
ん
な
に
も
ア
メ
を
買
っ

た
ヤ
ツ
は
!?
」
と
怒
っ
て
い
た
。
私

が
利
用
し
て
い
る
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー

（
ベ
ッ
コ
ア
メ
）の
料
金
な
の
に
…
。

日
本
人
な
ら
日
本
語
を
使
え
！

隊
員
大
募
集
！

「
カ
タ
カ
ナ
英
語
撲
滅
隊
」
で
は
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
カ
タ
カ
ナ
英
語
」
の
日
本
語
訳
や
、

あ
な
た
流
の
解
説
、「
カ
タ
カ
ナ
英
語

事
件
簿
」
を
ど
ん
ど
ん
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
３
３
7
ペ
ー
ジ
を
！

事
件
簿
・
2

原
告

エッセイが楽しい「まさぽんの母のホーム
ページ」
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We Love Internet-People

AFTERCARE
1月号　別冊ブックレット
●P.23「快適！SOHO環境構築ガイド」

富士ゼロックス（株）の「Laser Wind
Office 105WⅡ」の記事で、「プリンターの
共有設定をしてネットワークで使用でき
る」旨の記述がありますが、この商品は共
有設定によるネットワークでの使用はでき
ません。お詫びして訂正いたします。

2月号　付録ポケットブック

●「YELLOW PAGE」

P.3の「官公庁」の欄の「総務庁」は、正
しくは「総務庁統計局」であり、URLは
www.stat.go.jp/でした。またP.6の「料理
レシピ」の欄の「辻（クッキング）グルー
プ」は正しくは「辻グループ校」でした。
お詫びして訂正させていただきます。

アンケートにご協力を
読者の皆さまの意見を誌面に反映させるためにアンケートを行っています。
アンケートの回答には、次の2通りの方法があります。

1 電子メール
アンケートフォームを請求する

ip-enq-req@impress.co.jpに電子メールをお送りください。タイトルや本文は必要ありません。
パソコン通信からの場合のタイトルは適当で結構です。上記のアドレスに空メールを送っていただけ
れば、アンケート記入フォ-ームが差出人宛てに自動返信されます。
記入したアンケートを返送する

送られてきたアンケートに回答を記入して ip-enq@impress.co.jpまでお送りください。

アンケートフォームの請求先　ip-enq-req@impress.co.jp
回答したアンケートの送信先　ip-enq@impress.co.jp

2はがき
本誌に添付されているアンケートはがきに回答を記入して郵便ポストに投函してください。切手を
貼る必要はありません。

アンケートにご協力いただいた方の中から、毎月抽選で10名様にインターネットマガジン特製テレホンカ

ードをプレゼントします。ご協力をお願いします。

編集部からのお知らせ

あ
な
た
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
ま
つ
わ
る
思
い
を

川
柳
で
表
現
し
て
く
だ
さ
い
。

投
稿
は
常
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

テキストで表現する
五七五の調べ

楽
し
み
に
し
て
い
た
お
年
玉
。
お
年
玉
袋
の
中
に
は
IC
カ
ー
ド
が
1
枚

だ
け
…
。
い
く
ら
の
電
子
マ
ネ
ー
が
装
填
さ
れ
て
い
る
の
か
も
分
か
ら
な

い
子
供
た
ち
は
、
涙
を
流
し
て
マ
ジ
ギ
レ
。

（
神
奈
川
県
甲
野
さ
ん
）

交
通
事
故
で
大
ケ
ガ
を
し
て
自
宅
療
養
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
確
か

君
ん
と
こ
S
O
H
O
と
か
言
っ
て
た
よ
ね
」
と
仕
事
を
さ
せ
る
上
司
。

（
北
海
道
S
さ
ん
）

夢
中
に
な
っ
て
ネ
ッ
ト
サ
ー
フ
ィ
ン
を
し
て
い
て
、
ふ
と
窓
の
外
を
見

る
と
、
雪
だ
る
ま
が
こ
ち
ら
を
見
て
い
る
気
が
す
る
冬
の
夜
…
。

（
札
幌
市
関
根
政
実
さ
ん
）
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話
題
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ど
ん
な
人
？

第1回「検索の鉄人」の栄冠に輝いた関裕司さんは、三島市在住のサラリーマン。
増進会出版社の情報企画部教育情報担当主任として、普段の仕事は検索サーバ
ーの「goo」（グー）を駆使して、情報を探し出してくることだった。いわば、検索
のプロが順当に「検索の鉄人」を射止めたわけだが、お話を聞いてみると、それ
以外にも関さんが鉄人を獲得した理由がいくつかあるようだ。次回の鉄人に挑戦
しようという人のために、ここでそのノウハウを紹介しよう。

INTERVIEW

インターネットはどんなきっ
かけで始めたんですか？

今の部署は、増進会の中でも入試

や学校の情報を集めるところなんで

す。文部省の発表を調べたり、他

の部署の依頼で市場データを探っ

たりするのが主な業務なんですが、

インターネットを使うようになったの

は2年前にこの部署に移ってからで

す。その前は全然やったことなかっ

たんですよ。パソコンは学生の頃か

らゲームをやっていて、NECのPC-

9801DAとか、東芝のダイナブック

の初期のものとか、そのあと、今回

の賞金で今のパソコンを買うまでは、

マッキントッシュのLC-575を使っ

ていました。自宅でインターネット

につないだのは10月の末くらいなん

です。検索の鉄人に出ることになっ

て、家でもつなぎたいとカミさんに

内緒でモデムを買ってきて、事後承

諾でつないじゃいました（笑）。

普段から検索サーバーを使
うことは多いんですか？

仕事がら、gooができてからは、毎

日1時間は検索に使っています。そ

の前はNTTディレクトリーとか、

Yahoo! JAPANなどをあちこち試し

たりしていたんですが、最近はgoo

以外は使ってないですね。だから、

今ではgooの検索結果の一覧をぱ

っと見ただけで「これかな？」とい

うのがだいたい分かるんです。勘と

かニオイで分かっちゃう。

普段仕事でgooを使ってい
るのなら、検索の鉄人にな
るべくしてなったという感じ
ですね。

予選を通るくらいの自信はありまし

たけど、まさか決勝で勝てるとは思

っていませんでした。決勝大会には

プロのサーチャーの方とかもいまし

たでしょう？途中で学生の人がバ

タバタとお手つきをして、私は黙っ

ていたら残っていったというだけで、

けっこうラッキーなところもありま

したから。

決勝は、あがったりしませ
んでしたか？

決勝戦は、ずっとヘッドホンをつけ

てやっていたので、周りの音が気に

ならなくて、ドキドキするようなこ

とはなかったですね。司会の人が後

ろでいろいろ言ってましたけど、あ

れがまるまる聞こえていたら、緊張

したかもしれません。あとで、一緒

に決勝に出た学生さんと話をした

ら、問題を開いた途端に頭の中が

真っ白になっちゃって、何も覚えて

いないという人がけっこういました。

私がそんなに緊張しなかったのは、

もしかしたら、高校時代弓道部に

いて、集中することに慣れていたか

らかもしれませんね。

決勝戦は、タイピングもかな
り速くないと、ダメだったよ
うですね。

以前はローマ字変換を使っていたん

ですが、それでは遅すぎるので5年

前にかな入力に変えたんです。キー

ボード入力はけっこう速いんですが、

当日は大変でした。というのも、実

は私、普段はMS-IMEを使ってい

てATOKを使ったことがなかったの

で（当日会場で使えるパソコンの

FEPはすべてATOKのみだった）、

結局アルファベットと半角の数字は

まったく打てなかったんです。入力

したのは、全部漢字とひらがなだ

け。だから、けっこう使いたいシー

ンはあったんだけど、AND、OR、

NOT検索（Boolean）も使えませ

初代「検索の鉄人」の栄光を手にした関裕司さん（34）と愛娘の菜月ちゃん
（3）。目録を手に、賞金で購入したパソコンの前で

取材は静岡県韮山町にある関さんの自宅で行われた。写真左は、イ
ベント「検索の鉄人」をプロデュースしたデジタルプラスの代表取締
役、駒井尚文さん
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We Love Internet-People

「私のおとぼけ家族」
皆さんのご家族の楽しいエピソードを紹介してください。
もちろん「こんなすごい家族がいる」でもOKです。

「インターネットとっておき活用法！」
「インターネットをこんなことに活用している」という、

門外不出のとっておきの情報をお寄せください。

「カタカナ英語撲滅隊！」（334ページ参照）
インターネットやパソコン関連用語を日本語にしちゃいましょう！

あなたの名訳（迷訳？）や新解釈をお待ちしています。

あなたのメールアドレス帳に『インターネットマガジン
投稿（ip-box@impress.co.jp）』を登録してね！

このコーナーは読者の皆さんからの投稿で成り立っています。

んでした。普段はMS-IMEを使っ

ていて、特にATOKの練習をして行

かなかったんです。私の後ろにいた

審査員の人は、私が苦労している

のが分かったでしょうけど、あれで

よく勝てたと思いますよ。

最後に鉄人に決まったとき
は、どんな気持ちでしたか？

もちろん「これで100万円だ！」と

思ったら、うれしかったですよ。で

も正直言って、全部終わったらど

っと疲れました。ずっと集中してい

るわけだし、時間も2時間以上かか

りましたから。実は、当日は流動

食しか食べてなかったんです。2日

前に内臓の手術を受けていたので、

おかゆしか食べられなかったんです。

「肉を食べたいなぁ」とずっと思っ

てました。好きなお酒も全然飲んで

なかった。あ、でももしかしたら、

毎日飲んでいたお酒を抜いていて頭

がスッキリしていたから勝てたのか

もしれませんね（笑）。

「検索の鉄人」は検索が上
手なだけでなく、キーワード
を思いつくための一般常識
も重要だと思いますが、その
辺の秘訣は？

情報を集めるのが仕事の部署なの

で、新聞も有名どころは全部目を

通し、切り抜きもしています。私が担

当しているのは、産経新聞と日経

産業新聞と日経流通新聞。なかで

も日経産業と日経流通は、さすがに

業界紙で、他の新聞にはないニュー

スも多く扱われていますよね。「モナ

カ自動餡詰め機の2号ができた」と

か（笑）。それから、本もよく読みま

すね。サイコスリラー系の小説、D.R.

クーンツやスティーブン・キングなん

かが好きですね。通勤は車なので、

以前は家に帰ってから、夜酒飲み

ながら読んでいたんですが、最近は

夜自宅でもインターネットをやって

いるので、あまり読めませんね。

普段、gooはどんなふうに
使うんですか？

キーワードをごちゃごちゃ打つんじゃ

なくて、シンプルにすると、2万件

とか3万件出ますよ

ね。それで、こ

のページは違う

だろうというペー

ジに特有のキーワ

ードを除くように

設定をして、ペー

ジを絞り込んでい

きます。それから、

gooでよくあるのは、

他のサーチエンジン

のキーワード検索のページをたくさ

ん拾ってくるんですが、それでは使

いものにならないので、そこも省い

ていきます。そうやって、1,000件

くらいになったら、もう一度じっく

りキーワードを選んでORでつない

で検索して、最終的に見るのは100

件とか200件に絞り込まれてからで

す。それから、パーセントの高いも

のから見ていきます。だから、1つ

の検索にどうしても、20分から30

分はかかりますね。

NHKの「おはよう日本」に
も出たそうですが、周りの
反応はどうでしたか？

うちの親父は左官屋なんですが、

NHKの放送の日に現場に行ったら、

インターネットなんかやったことの

ない大工の人たちが、そのオンエア

ーを見たらしくて「今日NHKで見

たんだけど、インターネットという

のは百科事典みたいに使えるんだっ

てな」って言っていたそうです。親

父が「あれはうちの息子だよ」って

言って、どっかーん（笑）。でも、そ

ういうふうに、インターネットも少し

ずつ浸透してきているようですね。

（Interview＆Text by 鈴木康之）

このほかにも、「インターネット川柳大会」「私のホ

ームページ自慢」「Reader's Voice」、本誌の感想、

新コーナー案などなど、どんなことでも結構ですか

ら、身の回りで起こったことは、じゃんじゃんメー

ルでお送りください。なお、投稿の際は、お名前（ペ

ンネームも可）、ご住所も明記してください。

ぜひ！

宛て先はすべて

ip-box@impress.co.jp
です。掲載された方にはテレホンカードをお送りいたしま

す。投稿お待ちしています！

「検索の鉄人」のウェブサイトには出題された問題や解答の
ノウハウ、決勝大会のレポートなども掲載されている。98年
開催予定の第2回大会の出場を狙う人には要チェックだ！
jhttp://tetsujin.arena.ne.jp/contents/top.html
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